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ソ連文学に映ったアメリカの表象をめぐって 
 
守屋  愛 
 
はじめに 
 
 ソ連とアメリカ － この二国は、一見、相入れず互いに反発しあうようなイメージが強いが、
ソ連時代においても、アメリカの姿はソ連文学において、しばしば、反発であったり羨望であっ
たり憧憬であったりと、詩人や作家たちの心象を反映して作品の中に様々に描き出されてきた。
その際、時代につれて表現対象としてのアメリカの姿はどのように変化していったのであろう
か。革命直後のソ連文学界、スターリン時代の国交断絶状態、その後の緊張緩和、そして文学
者を含めたロシア文化人たちのアメリカへの亡命と、時代をわけてソ連文学の中のアメリカの
姿の変貌に特徴を見出すことができるのではないだろうか。 
ロシア人社会の亡命について確認しておくならば、ソ連時代には大きく分けて三回、大量の
人々が国外へ亡命した時期があった。その時期は「波」という表現で表わされることが常であ
るが、まず、第一の波は 1917 年のロシア革命の混乱による流出である。これについて詳しい
ポダルコ氏によれば「1917 年末から 1921 年末（当時のロシア国内戦争の終了）までの 4 年間
に、10 月革命以前の支配階級に属する資本家、地主、貴族および内戦期に白衛軍に参加した将
校、兵士さらには商人や一部の知識人、彼らの家族などが亡命者となり、その総数は 200 万人
以上にのぼった」1 という。1917 年から 1996 年の在外ロシア定期・不定期刊行物のモスクワ図
書館所蔵カタログ資料によると、第一の波の在外ロシア文化活動の拠点は、圧倒的にパリ、ベ
ルリンの規模が大きく、さらに、短期的にプラハとハルピンも含まれるというのが特徴である2 
 第二次大戦直後、第二の波と呼ばれる亡命者たちの動きがみられたが、このときの在外ロシ
アの文化的活動は第一の波、第三の波に比べると小規模である。この時期の活動に言及してい
る資料は少ないが、諫早氏の説明によれば「第２次大戦が終わると、今度は大戦中に捕虜となっ
た人々や、ドイツ軍に占領された地域の人々を中心に第２次亡命時代が到来した。…［中略］…
しかし、彼らは急速に亡命先の国に同化して、第２次亡命文学は短命に終わった」3 という。 
 しかし、1970 年代 80 年代に訪れた第三の波と呼ばれるソビエト連邦から西側諸国への亡命
の流れは、第一の波、第二の波と異なる特徴を示し、ヨーロッパのみならず、イスラエルやア
                                                          
1 ポダルコ・ピョートル『白系ロシア人と日本』成文社 2010 年 16 頁 
2 « Сводный каталог периодических и продолжающихся изданий русского зарубежья в библиотеках 
Москвы 1917-1996 гг.» Москва. 1998. 
3 諫早勇一、沼野充義「亡命文学」/『［新版］ロシアを知る辞典』平凡社 2011 年 688 頁 
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メリカにも及び、とりわけアメリカに大きな文化的拠点を築いた。この時期の亡命はユダヤ系
住民の国外移住許可が表向きの名目であったが、その結果として大量の亡命者を生みだした。
アメリカの主にニューヨークを拠点とした亡命文学者たちの中には、ノーベル賞を受賞した詩
人ヨシフ・ブロツキー、90 年代に本国ロシアで最も読まれる作家の一人となったセルゲイ・ド
ヴラートフ、二人組の文学批評家アレクサンドル・ゲニスとピョートル・ヴァイリらの名前が
挙げられる4。ブロツキーは英語での執筆活動も行っていたが、ドヴラートフ、ゲニス、ヴァイ
リをはじめとして、多くのロシア語作家たちが、ロシア語コミュニティを形成し、アメリカに
居ながらにしてロシア語での創作活動を続けたのも特徴である。 
これまでの亡命文化人が選んだ活動拠点はパリやベルリンといったヨーロッパ諸都市であっ
たのに、第三の波の亡命者たちは、なぜアメリカを選んだのであろうか。 
ソ連時代には、スターリンの死をうけてフルシチョフがスターリンを批判し、その結果とし
て 1953-64 年『雪どけ』と呼ばれる政治的緊張緩和政策の時期があった。「雪どけ」の文化面
への影響は、ソルジェニーツィンの『イワン・デニーソヴィチの一日』が出版されるなど、国
内文化へのイデオロギー的締めつけの緩和という側面から論じられることが多かったが5、視点
をかえて異文化交流という側面から考えるとどのようなことが言えるだろうか。 
本論文では、いくつかの具体例を挙げて検討することによって、ソ連時代の文学界がどのよ
うにアメリカ文化に触れ、アメリカの形象がどのように作品に取り込まれていったのか、また
その影響が世代を超えて受け継がれていくことになったのかを考察する。 
 
アメリカ女性にまつわるソ連の二大詩人：エセーニンとマヤコフスキー 
 
 二国の関係を冷戦以前にさかのぼって考えてみよう。ソ連もしくは帝政ロシアとアメリカ合
衆国の人的交流を考えるとき、最も時代の早いものならば、ロシアのオレグ・リャスコフ監督
制作の豪華なテレビ映画『シークレット・エージェントの手記』6 が思い浮かぶ。これは 18 世
紀に実在したロシア海軍提督ウシャコフが部下たちと華麗な帆船で大西洋を渡り、植民地時代
のアメリカをも舞台として活躍するドラマだが、現実的には、この作品はウシャコフ提督だけ
は実在したものの、全体としては史実に基づくものではなく、ロシアの大航海時代を創出して
                                                          
4 当時のニューヨークでどれほどの亡命ロシア人が文化活動を行っていたかは、写真家ヴォルコワが撮っ
た肖像に、ドヴラートフがエピソード的アネクドートを添えて出版した写真エッセイ集『ブロツキーだけ
じゃない «Не только БРОДСКИЙ»』に詳しい。 
5 ロシア文学者であった木村浩氏は 1960－70 年代のソ連での作家たちとの交流、その当時の文化的状況を
『文学的ソビエト論』の中で語っている。この著書には「文化的雪どけの現状」（p.46-57）と題する章も
あるが、内容はソ連国内の文学における政治的イデオロギーの緩和に関する現状が書かれている。 
6 Режиссер Рясков,Олег.  «Записки экспедитора Тайной канцелярии 1» 2010, «Записки экспедитора 
Тайной канцелярии 2» 2011. 
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みせた歴史ファンタジーである。実際の歴史では、ロシアとアメリカの交流はシベリアを横断
し、アラスカへ渡って南下するという、いわば東回りの探検家たちが主流であった。（この点に
ついてはまた叙事詩『アヴォーシ』のレザノフの話として後述することになる）。詩人や作家た
ちにとってアメリカが身近になってくるのは、大西洋横断航路が発達し、軍人や探検家ではな
い一般人の行き来も増加するようになってからである。大西洋横断航路の発展の歴史はその最
速の船に送られたブルーリボン賞の受賞の歴史をみれば、帆船から蒸気船、シングルスクリュー
船、ダブルスクリュー船へと船舶の発展とともに輸送量、横断日数ともに進化していき、19 世
紀になる頃にはかなりの人的往来が可能になっていたことがわかる。それはロシア人にも通じ
るところであり、アメリカへ移住する者、旅行する者が増加するのはこの頃からである。有名
な作家ではマクシム・ゴーリキーが1906年秋にごく短期間アメリカを訪れた例が挙げられる。 
 ロシア革命後のソビエト連邦建国当初、二大巨頭とでも呼ぶべき、互いに対峙した詩人がい
た。セルゲイ・エセーニンとウラジーミル・マヤコフスキーである。エセーニンはイマジニズ
ムという流派の代表で、革命以前からロシアの美しい自然を詠いあげ、ニコライ二世の皇后ア
レクサンドラの前で詩を披露したこともあった。現実の彼自身の荒みきった都会的な生き方と
は裏腹に、ロシアの牧歌的美しさが光る詩作品ゆえに農村詩人と呼ばれ、エセーニンは今でも
多くのロシアの人々に愛されている。一方、マヤコフスキーは詩作にも革命をもたらした。新
しい言葉、新しい形式を好み、革命のプロパガンダの一翼を担う詩作が特徴的である。未来派
として革命的文学グループの急先鋒であった。エセーニンとマヤコフスキーは全く逆方向の流
派に属しながら、人気を二分し、生前から鋭く対立し、自他ともに認めるライバル関係にあっ
た。文学的決闘と称する一騎打ちを大衆の前で披露したエピソードも有名で、このふたりの互
いへの闘争心は同時代人の芸術家ユーリー・アンネンコフの回想によっても詳細に語られてい
る7。 
 ところが、ソ連邦が崩壊し、最近になってこの二人をそれぞれアメリカとつなぐ奇妙な類似
点がクローズアップされてきている。この二人とアメリカとの関係は興味深い。ソ連時代には
ほとんど詳細に語られなかった事実である。今世紀になってから、エセーニンとマヤコフスキー
はそれぞれ、いままでのソ連的束縛から解放された、新しいロシア的観点から伝記が書かれ、
それらがどちらも長編テレビ映画として映像化されている8。そこには、彼らとアメリカをつな
いだ事実も以前より詳細に語られている。 
 まず、エセーニンは 1922 年に、アメリカ人でモダンダンスの祖といわれる有名なダンサー、
                                                          
7 アンネンコフ『同時代人の肖像 上』現代思潮社 1971 年 
8 Безруков, Виталий. «Есенин». СПб. 2006. / Инин, Аркадий и Павловская, Наталия. «Маяковский. 
Два дня». Москва. 2011. 
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イサドラ・ダンカンと正式に結婚した。ソ連時代、二人は愛人関係にすぎなかったと論じたエ
セーニン論もあったが、それは正確ではない。この頃、イサドラ・ダンカンは社会主義思想に
心酔し、モスクワの子女たちのためにダンス学校を設立するため、モスクワに滞在していたと
いう。一時期、二人はともに「ダンカン・エセーニン」という二重姓も使用していた。二人の
結婚生活はまことに奇妙であった。相手の言語を互いにほとんど理解することができなかった。
新しいドラマ『エセーニン』9 の中では、通訳を介して会話をする奇妙な夫婦の姿が描かれてい
る。結婚後、ダンカンはエセーニンを連れて欧米へ巡業に出発する。ベルリンにはすでにロシ
ア文化人たちの拠点があり、エセーニンがベルリンにやってきたときには作家のイリヤ・エレ
ンブルグやマクシム・ゴーリキーが滞在していた。エセーニンはこのとき彼らと面会している。
二カ月間夫妻はドイツやイタリアの諸都市を旅行し、その後ついにアメリカ、ニューヨークへ
とやってくる。10 月 7 日カーネギーホールでイサドラ・ダンカンは公演を行った。ダンカンの
公演は成功裏に終わった。これ以上の詳細は史実としては不明である。だが、前述の伝記に基
づいた『エセーニン』のドラマにはダンカンに紹介されて舞台に上がり、ロシア語で詩を読み、
侮辱的なジェスチャーを振りかざし観客からブーイングを受け、舞台に唾を吐いて立ち去るエ
セーニンの姿が創作エピソードとして挿入されている。もちろん、フィクションであるが、妻
の芸術への喝采とは裏腹に、当然のこととはいえ、自分の詩作を理解されないことへの憤懣や
アメリカへの不信が現われている。ニューヨークはベルリンとは違った。ある程度の在外ロシ
ア人が滞在していたベルリン、言いかえればロシア文化を受け入れる体制ができていたベルリ
ンと、アメリカの状況は大きく異なっていた。しかし、田舎出身のロシア詩人がアメリカへた
どり着くほどに、一般人にとっても国外旅行の範囲が広がってきていたといえる事例である。 
 一方、革命の詩人といわれたマヤコフスキーはどうか。実は、マヤコフスキーの娘が先月
（2016 年４月）死去して、次のようなニュースが報道された10： 
 
ヘレン・パトリシア・トンプソンは、詩人マヤコフスキーと、ニューヨークで彼と知り合っ
た亡命女性エリザヴェータ・ジベルトとの娘である。アメリカでヘレンは哲学博士の学位を
とった。ロシアへの初訪問は 1991 年になってのことだった。 
モスクワ、4 月 4 日－RIA ノーヴォスチ。詩人ウラジーミル・マヤコフスキーの一人娘で
あるヘレン・パトリシア・トンプソンがニューヨークにおいて 89 歳で死去した。これにつ
いてはマヤコフスキー国立博物館が Facebook のページで報じている。 
                                                          
9 Режиссер Зайцев, Игорь. «Есенин». 1 канал. 2005. 
10 Коробейников, Дмитрий. «В США умерла дочь Владимира Маяковского» // РИА Новость, 04. 04. 
2016 
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 マヤコフスキーのただ一人の子供がアメリカ人として育ち、ロシア語も話さず、15 年前まで
ロシアの地に足を踏み入れたことすらなかったのだ。この事情も新しく書かれた伝記にはソ連
期のものよりも詳しく描かれている。マヤコフスキーがニューヨークに上陸したのはエセーニ
ンの渡米から三年後の 1925 年である。しかも、マヤコフスキーがアメリカ行きを検討し始め
たのは、ちょうどエセーニンがアメリカから戻って間もない 1923 年からであるから、ライバ
ルの渡米は少なからずマヤコフスキーのアメリカ行きの計画を促すきっかけになったのではな
いだろうか。しかし、妻の巡業かつ里帰りに同行した形のエセーニンとは異なり、マヤコフス
キーの渡米はあくまで主体性をもっていた。ハバナ、メキシコを巡ってアメリカへ行き、ニュー
ヨークをはじめ諸都市で公演を行っている。ニューヨークへ上陸しようとするマヤコフスキー
については、上記の伝記において次のように語られている11： 
 
マヤコフスキーのアメリカへの旅は直行でもなく、単純でもなかった。 
はじめに彼はキューバへたどり着き、それからメキシコへ行った。そこで、モニュメント
制作者の芸術家にして激しい反乱分子のディエゴ・リベラと親交を結んだ。彼は芸術におい
て現実生活において革命家であった。 
そしてついに白い汽船は自由の女神の立つリバティ島と、嘆きの島と呼ばれるエリス・ア
イランドのかたわらを過ぎた。なぜなら、そこにはフィルタリング・ポイントがあり、なん
百万人もの移民がそこを通過したり通過できなかったりしたからだ。その後、ニューヨーク
湾に入った。ニューヨークの海の玄関だ。 
 
その後の、ニューヨークでの彼の初公演の模様も次のように描かれている12： 
 
ウラジーミルの最初の公演はニューヨークの『オペラ・ハウス』というホールであった。 
1500 人収容のホールはぎっしり満員だった。だが、だれがロシア語詩人を聞きに来ること
ができたのだろうか？もちろん、ユダヤ人亡命者だ。聴衆はさほど裕福ではないが、貧しす
ぎることもない、いわゆる中流階級で、興味をもっている。とはいえ、舞台上で低音を響か
せていた詩人を特に熱狂するでもなく聞いていた。 
 
ソ連での公演ならば聴衆から熱狂的な反応を受けていたマヤコフスキーだが、アメリカでは
同じレベルの反応を期待できるはずはなかった。しかし、アメリカから失望して帰国し、イサ
                                                          
11 Инин, Аркадий и Павловская, Наталия. В том же. с.297. 
12 Инин, Аркадий и Павловская, Наталия. В том же. с.299. 
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ドラ・ダンカンとも離婚をしたエセーニンが、アメリカでの経験を自分の詩作に生かすことが
なかったのとは違い、マヤコフスキーは『アメリカについての詩』13 という連作も作り、アメ
リカでの体験をルポルタージュ『わがアメリカ発見』14 に詳細に記している。さらに文学活動
の面だけではない。前述の娘が生まれた事実からもわかるが、女性とのロマンスもいくつか存
在した。これらのことから、マヤコフスキーはエセーニンに比べれば、アメリカ滞在をより享
持し、アメリカをより肯定的にとらえていたと考えることができる。 
連作『アメリカについての詩』の中から、彼がアメリカの聴衆の前で読んだとされる詩「ア
メリカのロシア人」の中には、題名どおりアメリカに暮らすロシア人たちが次のように描かれ
ている15： 
 
  ペトロフは 
      カプランに 
         呼び止められた 
  ズボンは 
      継ぎがあたっている 
            バルカンの地図のように 
  「わたしはあなたに 
      サー*、 
        とりたいのです、アポイントメント*を 
   ご存知でしょう 
      おそらく、 
        わたしのアパートメント*を 
   …［中略］… 
  来てください 
       セブン・オクロック*きっかりに 
  話しましょう 
    町でのニュースについて 
  そして過ごしましょう 
        モスクワ風に夕べを 
                                                          
13 Маяковский, Владимир. «Стихи об Америке». 1915. 
14 Маяковский, Владимир. «Мое открытие Америки». 1926. 
15 Маяковский, Владимиа. «Американские русские». 1925. 
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…［中略］…」 
   ミスター*・ペトロフは 
        ウエスト*に行った 
   ミスター*・カプランは 
        イースト*に 
     …［中略］… 
   まさにこのアメリカで 
         さわいでいるのは 
   大勢の 
      荒れ狂った国民だ 
   もし 
      オデッサが オデッサ・ママなら 
   ニューヨークは 
         オデッサ親爺だ  （*は筆者による） 
 
 これに代表されるマヤコフスキーのアメリカに関する詩の中で、まず興味深いのは、アスタ
リスクで示した単語である。これらの単語はロシア語ではなく、英語をロシア語綴りで書いて
詩の中に入れている。だが、ロシア語風の発音で、詩の韻律なども守っている。1960 年代以降
にはソ連文学全体でも散見される用法だが、マヤコフスキーがこの詩作をした 1925 年には革
新的用法であった。アメリカとロシアの異文化接触がようやくはじまり、そのすぐ後に冷戦で
両国関係が断絶するまでのわずかの期間にみられた先駆的な詩である。エセーニンも、実はア
メリカへの旅の途中のベルリンで通訳とともに、自分の詩を英語に翻訳しようと試みていた。
しかし、ロシア語の響きが失われ、詩の価値が激減してしまうことに絶望し、彼は詩の翻訳を
あきらめている。その点、ロシア語を理解する聴衆を集め、詩作に英語の要素を取り入れたマ
ヤコフスキーは一歩先んじていたと言える。エセーニンは 1925 年に、マヤコフスキーは 1930
年にそれぞれ謎の残る自殺を遂げ、国内ではスターリンによる粛清がはじまり、社会主義リア
リズムの下に文学が統制され、対外的にも第二次世界大戦、それに続く冷戦の激化と暗い環境
に取り巻かれ、ソ連文学はアメリカからしばらく乖離せざるをえなかった。しかし、とりわけ
マヤコフスキーのこのアメリカ的要素や英語を取り入れた詩作は、その後のアメリカをテーマ
にした雪どけ文学や、第三の亡命の波のニューヨーク在住作家たちの文学に大きく類似してい
る。それらの先駆けをソビエト初期の偉大な革命詩人が創作していたことになる。 
最後に、上記の作品の最後「もし／オデッサが／オデッサ・ママなら／／ニューヨークは／
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オデッサ親爺だ」の意味であるが、これはもともと「オデッサ・ママとロストフ・ナ・ドヌー・
パパ」というロシア語の表現からひねって作られている。オデッサとロストフ・ナ・ドヌーは
いずれもマフィアの横行する犯罪都市として知られ、警察に捕まった犯人の素性が不明の時の
決まり文句として「オデッサが母、ロストフ・ナ・ドヌーが父」という意味で使われていた。
これにはロシア語の名詞に男性形・女性形・中性形があることが重要である。母音の-аで終わ
るオデッサは女性名詞、ロストフ・ナ・ドヌーは男性名詞である。ロシア語でニューヨークと
いうときもНью-Йоркは男性名詞となる。それぞれ擬人化されると、オデッサは女性、ニュー
ヨークはロストフ・ナ・ドヌーと同じく男性となり、前者は母、後者は父となる。最初の『オ
ペラ・ハウス』の公演を聞きにきた聴衆がユダヤ人亡命者たちだと書かれていたが、実際、ニュー
ヨークにはオデッサ出身のユダヤ人が多いというのがこの頃の定説であった16。ロシア文化人
のサークルが形成されていたパリやベルリンとは違って、当時のアメリカにはロシア文化人の
サークルは存在せず、そこは、新天地を求めてやってきた中流のロシア語話者たちが暮らす、
しかも多くはユダヤ系ロシア語話者が暮らす、ロシア文化にとっては未開の地であった。 
 
アメリカをこよなく愛したソ連詩人：ヴォズネセンスキー 
 
 暗黒の国交断絶期のあと、両国の文化交流の再開はスターリンの死によってもたらされた。
有名な『雪どけ』という表現はもともと作家エレンブルグの小説の題名に由来するが、1953
年のスターリン死後、56 年フルシチョフによるスターリン批判に続くソ連の国際的緩和政策を
示す語として定着している。その影響は敏感に社会にも伝播し、再びアメリカとの文化的交流
の扉が開いていった。社会的には、後述のドヴラートフの言葉にも一部あるとおり、「雪どけ」
の前から戦利品としてドイツから持ち帰ったアメリカ映画を観ていたり、ジャズが流行したり、
「スチリャーギ」と呼ばれるアメリカのブギウギ風の服装を好む若者が現われたりしていた（こ
れらについては神岡恵理子氏の論文17 に詳しい）。だが、社会的にはアメリカ的流行がすでに
始まっていたにもかかわらず、エレンブルグのまさに『雪どけ』が象徴する文学界の緊張緩和
は、文学界が作家同盟という監督下に置かれていたため、社会より遅れていたというべきであ
ろう。『雪どけ』自体も発表当初はかなりの批判を受けている。 
 ともあれ、その後の緊張緩和にともなった「雪どけ」世代として知られる詩人はブラート・
                                                          
16 ソ連コメディ映画の巨匠レオニード・ガイダイ監督の最後の作品『デリバソフスカヤ通りは晴れ、ブラ
イトンビーチはまた雨』は、KGB のエージェントがペレストロイカとグラスノスチの風が吹く現代に CIA
と協力し、オデッサ出身ユダヤ系マフィアのボスをニューヨークで捕らえるという物語になっている。こ
こでも、ニューヨークとオデッサ出身のユダヤ系というステレオタイプが描かれている。 
17 神岡恵理子「1950 年代若者文化の伝播と現代における再受容の問題―ソ連の「スチリャーギ」をめぐっ
て」 
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オクジャワ、エフゲニー・エフトゥシェンコ、アンドレイ・ヴォズネセンスキー、ベーラ・ア
フマドゥーリナなどに代表されるが、本稿ではその詩作とアメリカとの関係がもっとも深いと
考えられるヴォズネセンスキーを取り上げる。 
ヴォズネセンスキーは、アーラ・プガチョーワが歌って日本でも有名になった『百万本のバ
ラ』の作詞者でもある。ソビエトの詩人でありながら、緊張緩和の時代の恩恵を受け、彼は 1960
年代当初から、アメリカをはじめとする西側諸国で何度も公演を行って、生前アメリカで最も
人気のあるソ連詩人の一人として知られていた。アメリカの文学界とも強力なつながりをもち、
多くのアメリカ作家たちと交流をもっていた。たとえば、アメリカのビート文学を代表するア
レン・ギンズバーグと親交を結び、アーサー・ミラーの一家の友人でもあった。一言断ってお
くが、ヴォズネセンスキーはソ連時代に亡命をしたこともなく、エフトゥシェンコのようにソ
連崩壊後にアメリカに移住をしたりもしなかった。アメリカと太いパイプを持ちながら、彼は
生涯ソ連の住人であり、ロシアの住人であった。 
だが、アメリカ作家たちの友人の多さは彼自身、かなり自慢に思うところであったらしい。
これについて、アネクドートの名手でもあるドヴラートフがアメリカに公演にやってきたヴォ
ズネセンスキーに次のような彼にまつわるアネクドートを捧げている18： 
 
    アンドレイ・ヴォズネセンスキー 
 
   あるアメリカの文学クラブに 
  アンドレイ・ヴォズネセンスキーが招待された。彼は 
  詩を詠んだ。そのあと、ペレストロイカについて語った。 
  ほとんどどの詩を詠む前にも、こう指摘するのだった： 
  「ここで言及しているのは、わが親友アレン・ギンズバーグで 
  彼はこのホールに来ています！」 
  あるいは 
  「ここで言及しているのは、アーサー・ミラーで 
  彼はここに来ています！」 
  あるいは 
  「ここで言及しているのは、ノーマン・メイラーで 
  彼は後列に座っています！」 
  詩が終わった。真剣な政治的会話が始まった。 
                                                          
18 Волкова. Марианна, и Довлатов, Сергей. «Там жили поэты…» СПб. 1998. с.22 
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  ヴォスネセンスキーは申し出た。 
  「尋ねてください。質問をしてください」。 
  みな沈黙している。質問は上がらない。 
  彼はまた申し出た。「質問を 
  してください」。静寂。 
  ついに蒼白いアメリカ青年が 
  立ち上がった。 
  ヴォズネセンスキーは覚悟して彼の方へ 
  体を向けた。 
  「どうぞ。どんな質問でも、最も鋭い質問だろうと 
  してください。私は誠実に、勇気をもって、詳細に 
  あなたに答えましょう」。 
  若者はメガネを直すと、静かに尋ねた： 
  「すみません、ノーマン・メイラーはどこに 
  座っていらっしゃいますか？」 
 
ヴォズネセンスキーに特徴的なのは、アメリカ的な表象をふんだんに盛り込んだ詩作品の多
さである。しかも「雪どけ」が始まるやいなや、1960 年前後からで、とりわけ 1962 年に発表
した『三角形の梨』19 にはアメリカの情景を詠んだ詩が多いことに驚かされる。詩集の中の詩
も「ニューヨークの夜の空港」、「サンフランシスコ ― コローメンスコエ…」、「ニューヨーク
の鳥」、「ロックン・ロール」とあり、ソ連詩らしからぬ題名からだけでもアメリカへの憧憬が
感じられるであろう。ソ連でこのような詩を発表し続けたことから、もちろん批判にもたびた
びさらされたが、中でも 1963 年当時のフルシチョフ書記長から激しい叱責をかった事件は有
名である20。 
しかしながら、ヴォズネセンスキーは信念を曲げることなく、やはりアメリカの形象を盛り
込んだ詩作を続けていった。さらに、続く 1964 年の詩集『反世界』21 の中にはマリリン・モン
ローとの出会いを回顧して、彼女のことを詠った「マリリン・モンローのモノローグ」という
                                                          
19  Вознесенский, Андрей, «Треугольная груша». или ''40 лирических отступлений из поэмы 
«Треугольная груша». Москва.1962. 『三角形の梨』を巡っては詩集という扱いと、長編詩という扱いが
ある。出版当初は長編詩の扱いだったが、その後の全集には詩集として掲載されている。本論でも詩集と
して表記することとする。 
20 この叱責事件は、のちに失脚後のフルシチョフがヴォズネセンスキーに対し、公式に謝罪をしたことで
も有名である。 
21 Вознесенский, Андрей, «Антимиры». Москва. 1964. 
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次のような詩が収められている： 
 
    マリリン・モンローのモノローグ 
   
   私はマリリン、マリリン 
             私はヒロイン 
  自殺とヘロインの。 
  私のダリアに焦がれるのはだれ？ 
  電話はだれと話し出したの？ 
  衣裳部屋でだれがシカ皮のきしむ音をたてているの？ 
  耐えられない、 
 
  恋しないことが耐えられない 
  ポプラの木立がないのが耐えられない、 
  自殺が耐えられない 
  けれど、生きることはもっと 
           耐えられない！ 
 
  売り込み。醜い顔。ボスは  去勢馬のようにいななく。 
  （私はマリリンを覚えている。 
  自動車が彼女を眺めて行った 
  百メートルの映画スクリーンで 
  聖書の空で、 
        大量の星のあいだに 
  つまらないコマーシャルとともに草原の上に 
  マリリンは息づいていた、 
        愛されていた… 
  …［中略］… 
 
  私は弱い女です。私になんとかできるでしょうか？ 
  もっとよく － 
        すぐに！ 
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 1962 年のマリリン・モンローの死を受けて、彼女に捧げたオマージュとみられる詩である。
従来のロシア詩の作法から考えると、この詩はかなりの逸脱がみられる。しかし伝統的なロシ
ア詩の韻律の規則を変えながらも、マリリン（Мэрлин）、ヒロイン（Героиня）、ヘロイン
（Героин）、ダリヤ（Георгины）という言葉のもつ-инという音の繰り返しで、新たな韻律を
生み出す大胆さが感じられる。こうした革新的な詩作は、題材がアメリカ的というだけにとど
まらないヴォズネセンスキーの詩の魅力である。 
 しかしながら、アメリカのイメージをふんだんに盛り込みながら、ヴォズネセンスキーの詩
作に特徴的なのは、マヤコフスキーがしたような英語をロシア語表記にして取り入れることが
圧倒的に少ないことだ。もちろん、固有名詞などは英語からの転記であるものの、言葉の形式
の上では、ロシア語に忠実であり、内容の面でアメリカという素材を好んだといえる。 
 アメリカを素材にすることを好んだヴォズネセンスキーの作品の中でも叙事詩『アヴォー
シ』22 はその壮大さ、ロマンチックさにおいて傑出していた。これは史実に基づいたロシアと
アメリカの恋の物語である。ヴォズネセンスキーだからこそ取り上げた、いや彼ならきっと飛
びつかずにはいられなかった題材といえる。主人公は日本史にも登場する 18 世紀の外交官に
して実業家のニコライ・レザノフである。かねてより北米との貿易の重要性を説いていたレザ
ノフに渡航許可の命令が下りる。もちろん、このアメリカ行きはシベリアを陸路横断してから、
船でアラスカ沿いに南下していく航程である。叙事詩のタイトルであるアヴォーシは船の名前
である。のちに、『ユノーナとアヴォーシ』と改題し、後述のロック・オペラとして上演される
が、ユノーナもまた船の名である。欧州部ではなくオホーツク海側を拠点としたこの２艘の船
は、ユノーナは小さなフリゲート艦、アヴォーシは３本マストの帆船軍艦であり、実は、1806
年と 1807 年に日本との間に起こった亜庭湾での軍事衝突（文化露寇）の際に、２隻とも参戦
している。実は日本にも関係深い船である。それはともかく、レザノフはアヴォーシでアラス
カから南下し、カリフォルニアのサンフランシスコへとたどり着き、そこで当時１６歳のサン
フランシスコ提督の娘コンチータと恋に落ちる。二人は、言葉の違いも、ロシア正教とカトリッ
クという宗教の違いも越えて深く愛し合う。レザノフは、ロシア皇帝とローマ法王に宛てたコ
ンチータとの結婚の嘆願書をたずさえ、再度彼女のもとへ帰ることを約束してロシアへ戻るが、
旅の半ばで病死する。それを知らないコンチータは何十年も何十年も彼を待ち続け、彼の死を
知ったのは 50 年後だったという悲恋である。深く愛し合いながら、とうとう結ばれることの
なかったロシアとアメリカの大恋愛の物語である。 
 このヴォズネセンスキーの『アヴォーシ』を作曲家アレクセイ・ルィブニコフが取り上げ、
『ユノーナとアヴォーシ』というロック・オペラに仕上げた。このルィブニコフという作曲家
                                                          
22 Вознесенский, Андрей. «Авось».1972 
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もアメリカ的表象を内容・形式共に積極的に取り入れた人物である。ソ連でロック・オペラを
確立した第一人者である。しかも、彼が 1975 年に最初に発表したロック・オペラは『星と死 ― 
ホアキム・ムリエッタ』という 1850 年代のゴールドラッシュにわいたカリフォルニアで有名
な義賊の物語であった。第二弾となったロック・オペラ『ユノーナとアヴォーシ』が初演され
たのは 1979 年であるが、初演にいたるまでの数々の困難がルィブニコフの伝記に記されてい
る23。『ユノーナとアヴォーシ』は初演こそ 1979 年であるものの、その構想期間は 3 年以上に
及んでいる。ロック・オペラというソ連ではまだ確立途中のジャンルである上、アメリカとロ
シア間の大恋愛、また、キリスト教の要素がふんだんに盛り込まれていることなど、70 年代の
ソ連において、あらゆる方面で許容されるか心配の連続だったという。しかし、結果としてこ
の作品は、物語も音楽もその素晴らしさが認められて大反響を呼び、今日でも、新たに創設さ
れたルィブニコフ劇場のレパートリーとして、公演を重ねている。『ユノーナとアヴォーシ』は
インターネット上の好きな恋愛ドラマ番付の上位にいまだに君臨する国民的大作でもある24。 
 
アメリカ文化の影響を受けてアメリカへ：ソ連文学ニューヨーク支店 
 
 最後に、本論文では、ソ連時代にアメリカ文化の影響を受け、第三の亡命の波でアメリカに
渡って、ロシア語文学活動を続けた作家としてセルゲイ・ドヴラートフと、補足的に二人組の
文芸批評家にしてエッセイストのアレクサンドル・ゲニスとピョートル・ヴァイリを、例に挙
げたい。すでに述べたとおり、彼らは 60-70 年代にソ連で若き日々を送り、80 年代になって亡
命し、ともにニューヨークを拠点として、ロシア語新聞を発行したり、ロシア語ラジオ局で活
動したり、さらにロシア語での文筆活動も続けていた。 
これまでの亡命文化人が選んだ活動拠点はパリやベルリンといったヨーロッパ諸都市であっ
たのに、第三の波の亡命者たちは、なぜアメリカを選んだのだろうか。この問いに対し、ドヴ
ラートフがインタビューの中で語った回答が、この第三の波の世代が亡命以前にソ連本国で受
けていたアメリカ文化の影響を考える際のポイントとなるだろう。若かりし頃のソ連における
アメリカ文化の浸透がはっきり読み取れるので、かなり長いが以下に引用する25： 
 
避難民を受け入れてくれる国々の中から私たちがアメリカ合衆国を選んだのは、ともかく、
                                                          
23 Рыбников, Алексей. «Коридор для слонов». Москва.2015 
24 映画ニュース社のネット上ドラマ人気番付 2016 年 4 月 30 日現在『ユノーナとアヴォーシ』は第 2 位で
あった。KinoNews.ru : http://www.kinonews.ru/top100-drama/ 
25 Бобко, Джейн. Интервью «История рассказчика». Семь дней. Нью-Йорк. №48. 1984 
本インタビューは Довлатов, Сергей. «…последняя книга…». СПб. 2000 に収録されている。 
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私のような気質の人々にとって生活に最適の場所だからだ。 
ここで自分を多かれ少なかれ悪くないと感じるためには、ヨシフ・ブロツキーが好んで繰
り返し言っているとおり、この国でなにかをとても愛さなければならない。この意味では私
はついていた。私はアメリカを、見るよりずっと前から好きになっていたのだから。まず、
まだ子供だった頃、私は、戦利品としてソ連軍がドイツで奪い取ってきたアメリカ映画が好
きになった。私は、その努力と結果が一致する感覚や、卓越した少数派という思想や、くっ
きりと塑像されたモデルの非凡な画一のゆえに、それらが好きになった。 
その後の 60 年代に、アメリカのジャズが好きになった。楽天的で直情的で、衆人参加の
感覚の復活、醜いアヒルの子のチャンスへの洞察力などのゆえに、好きになった。チャー
リー・パーカー、マイルス・デイヴィス、ガレスピー、ブルーベック、オスカー・ピーター
ソン、ジョン・コルトレーンらの名前は、私にとって呪文のように響いた。友人内では、私
の外見がちょっとセロニアス・モンクに似ていると考えられていた。その後、私はアメリカ
の散文が好きになった ― 大衆性と階級的障壁がないこと、言い尽くさないことの大いなる
力、高潔さと感受性の驚くべき融合、ユーモア、明瞭かつ実現可能な道徳的目標のゆえであ
る。 
私はアメリカ人観光客と知り合いになるのが好きだった。（ジョン・ギャラガー、返事をし
てくれ！）彼らのマナーのエレガントなぞんざいさ、彼らの振る舞いの自主性、仮定規範の
蔑視、時代遅れの動揺の欠如などが好きだった。彼らのきつそうな背広や、均一なシカ皮の
白いヒールすら好きだった…。私たちにとってアメリカは何であったかを説明したい。アメ
リカは私たちにとって天国という概念だった、つまり、本質的に私たちのところにないもの。
アメリカは私たちにとって、自由、独立、率直な友情、奇跡的な技術の体現であり、カウボー
イとジーンズとレコードとカクテルの国だった。私たちの大部分にとって、アメリカへの愛
情とそのかなりナイーブな理解は、若き日々に、なにかイデオロギー的で道徳的で芸術的な
綱領のようなものになった。大きな都市では、アメリカ風に着飾る若者のタイプができあが
り、自分の彼女のマーシャをかならずメアリーと呼んだり、映画『銀嶺セレナーデ』のメロ
ディーを際限なく口笛で吹いたり、出会ったときには「ハイ！」と言っていたものの、それ
によって、ふつうその英単語の香りはなくなっていた。私はそんな若い人々のひとりだった。 
 
アメリカとソ連の対峙する冷戦期の真っただ中であった 1960 年代 70 年代は、東西陣営の間に
あった鉄のカーテンと言われる堅固な壁によって、政治的にだけではなく文化的にも完全な遮
断があったとイメージされがちである。が、このドヴラートフのインタビューの回答は我々の
思い込みに疑問を投げかけ、再考する契機をもたらしてくれる。とりわけ、アメリカのジャズ
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ミュージシャンの名前をこれほど詳細に列挙できるほど、ソ連の若者がそれに親しんでいたこ
とには驚きすら感じる。主に 80 年代にアメリカに亡命し活躍したソ連の文化人たちが、若き
日に祖国で受けたアメリカ文化の影響とはそれほど大きかったのだろうか。とりわけセルゲ
イ・ドヴラートフの作品からは 60 年代前後のソ連においても若者たちにアメリカ文化がかな
り浸透していたことがうかがえる。 
さらに、ソ連時代の若かりし頃の彼らを惹きつけたアメリカ文学について言及するべきであ
ろう。それはソ連で起こったヘミングウェイ人気を抜きにしては語れない。前述の神岡氏の論
文では「文学では 1952 年に翻訳が出版されたヘミングウェイの『老人と海』や、『西部戦線異
状なし』で知られるレマルクの諸作品がスチリャーギのバイブルとなった」と言及されている
が、ヘミングウェイへの心酔はアメリカ的なスタイリッシュさを求めるスチリャーギのみなら
ず、若い世代一般にも起きていた。ただ、興味深いのはソ連でのヘミングウェイ人気は作品そ
のものへの人気というよりも、ヘミングウェイ自身の生きざまへの共感というべきものだった
ということである。これについて、文芸批評家のゲニスとヴァイリは共著『60 年代―ソ連人の
世界』というエッセイ集の「向きを変えた氷山―アメリカ」の項でヘミングウェイの受容につ
いて次のように語っている26： 
 
ソ連社会において重要なアメリカ人は、アーネスト・ヘミングウェイであった。彼の著作
の中にソビエトの読者たちは、世代全体の世界観を形成した理想を見出した。彼の散文の文
体が 60 年代人の文体を決定した。 
1959 年にモスクワで彼の 2 巻本の作品集が出版されたときから、アメリカとヘミングウェ
イはロシアにおいて同義語となった。 
60 年代がヘミングウェイから読みとったことは、彼の作品とはあまり関係がなかった。 
ロシアの読者はずっとまえから、プロット外を読む癖がある。ロシア人読者にとって作家
とは現実生活のある様式の発案者であり、ある文学作品の発案者なのではない。 
 その結果、外見上では、ヘミングウェイ風の粗いセーターやパイプ、あごひげなどに象徴さ
れるスタイルが流行し、また、内面的には、ヘミングウェイ的な価値体系によって人生に対す
るもったいぶった態度が省かれていったという27。 
 60 年代 70 年代はソ連にいながらにして、実は若者たちがさまざまなジャンルからアメリカ
                                                          
26 Генис. Александр, и Вайль. Петр, ''Перевернутый айсберг. Америка''/ «60-е, мир советского 
человека».с.64. 
27 Генис. Александр, и Вайль. Петр, в том же. с.65. 
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文化を身近に感じる時代だった。昨年（2015 年）ドヴラートフのソ連時代エストニアのタリン
で働いた経験をもとにした作品『妥協』28 をモチーフに映画『素晴らしい時代の終わり』29 が公
開された。原作のエピソードの他に、1970 年代当時のサンクト・ペテルブルグやタリンの様子
が描かれ、そこには公園でたむろするヒッピーの姿もあり、またテレビのある同僚の家に集まっ
てアメリカのアポロ宇宙船の打ち上げを喜んで観るソ連の人々が映し出される（ただし、公式
には新聞などでは一切報道されていないという前提ではあるが）。スチリャーギ、ロック、ヒッ
ピー、ヘミングウェイ…ソ連の人々はアメリカの文化の変化に敏感で貪欲に受容し、それらは
我々がイメージするよりずっと身近な存在であったと、改めて考えさせられる。 
 マヤコフスキーに言及した際に触れたとおり、ニューヨークにはもともとソ連領内からのユ
ダヤ系移民が集まり始めていたという状況もあり、これらアメリカ文化が身近になっていたこ
とと考え合わせると、第三の波の亡命者が、公式にはユダヤ人の移住であったのだから、彼ら
が目的地としてアメリカを選び、かつてのベルリンやパリのような文化的サークルを作って
いったのはごく当然の成り行きだったと考えられる。 
 亡命文学を論じた有名な著書『文学と亡命』の中で筆者の Harry Levin は、亡命文学の特徴
として思い出の地から離れることでより生き生きと思い出が蘇ると書いていた30。確かにドヴ
ラートフの場合も亡命後ソ連本国を描いた作品もあるが、彼の場合は過去を振り返るだけでは
なく、アメリカに暮らすロシア語亡命者たちを生き生きと描いた作品も多い。ドヴラートフの
場合は、英語を得意とせず、結果として、アメリカにいながらも亡命者のロシア語文化人サー
クルの中で暮らしていた。ドヴラートフだけではない、そのようなアメリカのロシア人社会で
生きる亡命者の心情を小説『外国の女』31 の冒頭で彼は見事に描いている： 
 
  私たちのところで現地住人はなんだか外国人のように見なされている。もし英語を耳にし
ようものなら、私たちは警戒する。そのような場合、私たちははっきりとこう頼むのだ： 
   「ロシア語で話してください！」 
  その結果、一部の現地住人はロシア語で話し始めるようになった。喫茶店の中国人は私に
こう挨拶する： 
   「おはよう、ソルジェニーツィン！」 
   （彼の場合「ソロゼニサ」となるのだが） 
 
                                                          
28 Довлатов, Сергей. «Компромисс». Москва.1991. 
29 Режиссер Говорухин, Станислав. «Конец прекрасной эпохи». 2015. 
30 Levin, Harry. «Literature and Exile». 1966. p.73. 
31 Довлатов, Сергей. «Иностранка». New York. 1986. 
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 興味深く感じられるのは、このニューヨークを拠点においたドヴラートフのアメリカの表象
が、ソ連初期のマヤコフスキーの作品に現れるアメリカと類似していることだ。アメリカを描
きつつ、自分たちが異邦人であるという視点を決して忘れない。ドヴラートフには『支店』32 と
いうやはりニューヨークを拠点として活動するロシア語コミュニティの亡命者たちを描いた作
品がある。この『支店』には自分たちがソ連文学ニューヨーク支店であるという意味が込めら
れている。1990 年にドヴラートフが死去し、ソ連邦も時を同じくして 1991 年に崩壊した。そ
れまで本国で読まれなった彼の作品はソ連の崩壊を機に、本国の読者のもとへと帰還を果たし
た。ソ連文学ニューヨーク支店が集めたアメリカの表象は、あたかも特派員の潜入レポートの
ようである。アメリカに亡命しながら、異邦人の視点を持ち続けた作品は、亡命することなく
ソ連崩壊を迎えた人々にも十分共感するものであった。1990 年代の彼の作品のロシアでの人気
ぶりがそれを証明している。 
 
おわりに 
 
 以上、ソ連文学という広大な領域からほんの数例をあげて考察を試みたわけだが、ソ連時代
という 70 余年間、アメリカとの関係はさまざまに変化し、文学上にもそれが反映された。し
かし、全体としていえることは、アメリカの文化の浸透は我々がイメージするよりずっと深く
素早く、ソ連の人々、とりわけ若者の間にはアメリカ文化に対する親近感や羨望があったとい
うことである。それが文学にも頻繁に表出した。また、こうした変化が、第三の波の亡命文化
人たちにとって、アメリカが活動拠点として有力な選択肢となる素地を作った。亡命作家たち
がアメリカへ結集し、そして活発な活動を呼び起こすことで、また亡命文学作品上に新たなア
メリカの表象をもたらした。これらはソ連当時には公式には記録に収まることがなかったよう
な現象だが、イデオロギー的束縛が解消された現在、過去の文化として発掘され、再認識され
るに至っている。 
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